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　国土交通省では、「道路ふれあい月間」の取組みの一環として推進標語を広く一般から募
集、審査の結果、推進標語が決まりましたのでお知らせします。

「道路ふれあい月間」
推進標語入選作品

「あぶないよ　スマホ見ないで　どうろ見て

「がんばれる　勇気をくれる　道がある

「子や孫に　つなげていきたい　道がある

◆最優秀賞◆
【小学生の部】

【中学生の部】

【一般の部】

「通学路　楽しい今日の　入り口だ

「人と人　絆を深く　つなぐ道

「くつ音も　こころも軽く　歩く道
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「ぼくたちの　生活支える　道がある

「道は友　ちか道　より道　まわり道

◆優秀賞◆
【小学生の部】

【中学生の部】

【一般の部】

　久米島の満天の星空を観察し、北極星や夏の大三角形などの見つけ方を学び、天文学や宇宙についての興味を高
め知識を深めます。夜空に浮かぶ美しい天の川を眺めましょう。
日時　８月 日（金）　午後７時 分～９時
場所　シンリ浜公園
集合・受付　公園内  売店うらの広場
対象　町民、観光客、お子さまから大人の方までどなたでも参加ＯＫ！
　（お子さまは保護者と一緒にお越しください）
人数　約 人
持ち物　ペンライト（もしくは懐中電灯）、筆記用具、ビニールシート（必要な方のみ）
参加料　無料
※資料を用意しますので、事前申込が必要です。
講師　上里　進　氏（字　儀間出身、清水小・久米島小の元校長）
沖縄本島や久米島で星空観察会を開催しています。
お問合せ　教育委員会　☎９８５‐２２８７　ＦＡＸ ９８５‐２８５６

夏の星空観察会
教育長

吉野　剛 氏

な方方のみ）

久米島町教育委員会からのお知らせ
　教育委員の任期満了にともない、比嘉隆氏（教育長）、儀間周倫氏（教育委員長）が
離任することから、６月12日に行われた定例議会において、新しい教育委員に吉野剛
氏（元清水小学校長）、糸数真由美氏（ピアノ教室講師）が選任されました。任期は平成
26年７月10日から平成30年７月９日までです。
　また、7月10日に行われた定例教育委員会において、新しい教育委員長に山元朝
弥氏、教育長は吉野剛氏が選任されました。

平成26年度
8月1日～8月31日
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Ｐ
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と
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7
月
2
1
日
、「
儀
間
志
良
堂
蔵
角
力
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部（
伊
集
盛
久
杯
争
奪
戦
）に
は
高
校
生
や
島
外
か
ら
の
選
手
も
出
場
し
、各
試
合
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。決
勝

戦
で
は
宮
城
駿
友
選
手
が
2
連
覇
中
の
佐
久
川
治
幸
選
手
に
勝
利
し
ま
し
た
。宮
城
選
手
は
本
大
会
初
優
勝
で
す
。

　
7
月
1
6
日
、具
志
川
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
、田
端
真
実
さ
ん
、平
良
主
将
君
の「
全
国
高
校
総
体
激
励
会
」が
行
わ
れ
、二
人
を
激
励
す

る
た
め
に
約
1
0
0
人
の
町
民
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
二
人
の
あ
い
さ
つ
で
は
共
に「
今
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、両
親
、地
域
の
方
々
、顧
問
の
先
生
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。陸
上
部
顧
問
の
徳
永
先
生
は「
二
人
と
も
、非
常
に
メ
ン

タ
ル
が
強
い
。南
九
州
大
会
で
は
共
に
自
己
新
記
録
を
出
し
て
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
て
い
る
。全
国
大
会
で
も
、自
己
記
録
の
更

新
が
期
待
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
、激
励
会
の
収
益
、久
米
島
町
測
量
設
計
同
志
会（
会
長
：
高
嶺
哲
夫
）か
ら
の
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
派
遣
費
と

し
て
久
米
島
高
校
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

7
月
2
2
日
、「
謝
名
堂
南
謝
門
角
力
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
儀
間
志
良
堂
蔵
角
力
大
会
に
引
き
続
き
各
試
合
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、決
勝
戦
で
は
、大
村
健
太
選
手
が
佐
久
川
治
希

選
手
を
下
し
優
勝
し
ま
し
た
。大
村
選
手
は
本
大
会
2
連
覇
で
す
。

儀
間
志
良
堂
蔵
角
力
大
会

謝
名
堂
南
謝
門
角
力
大
会

久
米
島
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校
陸
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部
 田
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君
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南
九
州
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会
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９
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4
位（
自
己
新
記
録
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6
月
2
8
日
、2
9
日
の
間
、国
頭
村
野
球
場
及
び
国

頭
村
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
6
0
回
沖

縄
県
青
年
大
会
・
軟
式
野
球
」に
久
米
島
町
青
年
団

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
軟
式
野
球
】

1
回
戦
　
久
米
島
町
 ２
－
５
 八
重
瀬
町
A

一
般
の
部（
昭
和
5
1
年
生
～
平
成
３
年
生
）

優
　
勝
　
昭
和
6
1
年
 

準
優
勝
　
昭
和
5
5
年

殊
勲
賞
　
島
袋
　
祐
太（
S
6
1
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 敢
闘
賞
　
比
嘉
　
直
樹（
S
5
5
）

成
年
A
の
部（
昭
和
4
3
年
生
～
昭
和
5
0
年
生
）

優
　
勝
　
昭
和
4
8
年
 

準
優
勝
　
昭
和
4
5
年

殊
勲
賞
　
比
嘉
　
淳（
S
4
8
） 

 敢
闘
賞
　
前
里
　
昌
次（
S
4
7
）

成
年
B
の
部（
昭
和
3
5
年
生
～
昭
和
4
1
年
生
）

優
　
勝
　
昭
和
3
9
年
 

準
優
勝
　
昭
和
3
5
年

殊
勲
賞
　
名
嘉
　
哲
也（
S
3
9
） 

 敢
闘
賞
　
譜
久
里
　
久（
S
3
5
）

壮
年
の
部（
昭
和
2
3
年
生
～
昭
和
3
4
年
生
）

優
　
勝
　
昭
和
3
4
年
 

準
優
勝
　
昭
和
3
0
年

殊
勲
賞
　
吉
永
　
功（
S
3
4
） 

 敢
闘
賞
　
前
原
　
朝
好（
S
3
0
）

第
1
3
回
久
米
島
町
年
齢
別（
同
期
）

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
60
回
沖
縄
県
青
年
大
会

県
予
選
か
ら
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
煌
め
く
青
春
 南
関
東
総
体
2
0
1
4
」

陸
上
競
技（
山
梨
県
甲
府
市
）

7
月
3
0
日
～
8
月
3
日

か
ず
ま
さ



イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
！

久
米
高
陸
上
部
の
田
端
真
実
さ
ん（
や
り
投
げ
）、
平
良
主
将
君（
円
盤
投
げ
）

　
6
月
1
2
日
～
1
5
日
に
か
け
て
沖
縄
市
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
陸
上
競
技
南
九
州
大
会
で
久
米
島
高
校
か
ら
出
場
し
た
田
端
真

実
さ
ん（
2
年
生
）と
平
良
主
将
君（
2
年
生
）が
そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を

残
し
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
6
月
2
6
日
、大
田
町
長
へ
結
果
報
告
を
行
っ
た
際
に
、イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
の
目
標
を
聞
か
れ
た
二
人
は
、田
端
真
実
さ
ん
は「
決
勝
に

進
出
し
た
い
。残
り
1
か
月
練
習
を
頑
張
り
ま
す
」、
平
良
主
将
君
は

「
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
り
ま
す
。現
在
の
自
己
ベ
ス
ト
は

3
9ｍ
7
0
㎝
。イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
の
標
準
記

録
を
突
破
し
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

恒
久

平
和

を
祈

念
久
米
島
町
慰
霊
祭

　
６
月
2
3
日
、久
米
島
町
慰
霊
祭
が
慰
霊
之
碑（
字
上
江
洲
）で
行

わ
れ
、町
遺
族
会
、町
民
、小
中
・
高
校
の
児
童
生
徒
代
表
ら
が
多
数

参
列
し
ま
し
た
。 

　
町
内
各
学
校
の
児
童
ら
が
折
っ
た
千
羽
鶴
が
奉
納
さ
れ
、1
,1
1
9

名
の
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

久
米
島
町
遺
族
会
の
喜
久
里

　強
会
長
は「
沖
縄
戦
の
教
訓
を
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
に
も
言
い
伝
え
、再
び
戦
争
の
惨
禍
が
く
り
返
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
恒
久
平
和
を
守
り
抜
く
決
意
を
新
た
に
す
る
」と
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
6
月
2
0
日
、日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空（
JT
A
）か
ら
久
米
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
に「
2
3
万
1
5
0
6
円
」の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
寄
付
金
は
6
月
3
日
～
5
日
に
滋
賀
・
瀬
田
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に

て
行
わ
れ
た「
第
4
7
回
JT
A
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会
」に
て
募
ら
れ
た
も

の
で
、J
T
A
執
行
役
員
の
平
一
浩
氏
よ
り「
社
会
福
祉
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
」と
久
米
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
儀
間
光
明

　会
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。受
け
取
っ
た
儀
間
会
長
は「
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
ゆ
み
ピ
ア
ノ
教
室
の
生
徒
た
ち
が
快
挙
！

第
24
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
沖
縄
県
予
選
結
果
報
告

　
7
月
1
日
、久
米
島
町
役
場
仲
里
庁
舎
に
て
、「
ま
ゆ
み
ピ
ア
ノ
教
室
」の
生

徒
5
人
が
大
田
町
長
に「
第
2
4
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
沖
縄

予
選
」の
結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
小
学
6
年
生
の
比
嘉
 
夏
妃
さ
ん
が
金
賞（
1
位
）の
ほ
か
、幼
稚
園

生
の
田
尻
 小
由
希
さ
ん
が
銀
賞（
2
位
）、
そ
の
ほ
か
に
も
同
ピ
ア
ノ
教
室
か
ら

は
3
人
が
優
秀
賞
、1
人
が
準
優
秀
賞
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

 
大
田
町
長
は「
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
生
徒
達
を
激
励
し
ま
し
た
。

寄
付

が
あ

り
ま

し
た

JT
A
か
ら
久
米
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

コ
コ
ロ
一
つ
に
、舞
う
ら
な
と
ぅ
ぬ
が
な

ワ
ン
ラ
ブ
久
米
島
フ
ェ
ス
開
催

　
7
月
5
日
か
ら
6
日
ま
で
の
2
日
間
、奥
武
島
特
設
会
場
に
て
、「
ワ
ン

ラ
ブ
久
米
島
フ
ェ
ス
」が
開
催
さ
れ
、2
日
間
で
延
べ
約
3
0
0
人
の
町
民

や
観
光
客
が
参
加
し
ま
し
た
。久
米
島
町
字
比
嘉
出
身
の
村
吉
茜
さ

ん
、P
A
P
A
　
U
-G
ee
な
ど
豪
華
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、久
米
島
の
食
材
を
使
っ
た
久
米
島
食
堂
な
ど
で
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

今
年
は
奥
武
島
を
清
掃
し
ま
し
た

久
米
島
町
青
年
団
協
議
会
が
清
掃
活
動

　
7
月
1
3
日
、久
米
島
町
青
年
団
協
議
会
の
2
8
人
が
、奥
武
島
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。畳
石
の
周
辺
に
は
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、空
き
瓶
な
ど
多
く
の
ゴ
ミ
が
漂
着

し
て
い
て
、猛
暑
の
中
、約
一
時
間
ほ
ど
の
清
掃
で
、軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台

分
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、久
米
島
町
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
毎
年
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
７
日
、久
米
島
空
港
に
て
、七
夕
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
久
米
島

空
港
見
学
会
が
行
わ
れ
、久
米
島
幼
稚
園
の
園
児
７
人
が
招
待
さ

れ
ま
し
た
。園
児
達
は
滑
走
路
や
飛
行
機
内
の
見
学
を
行
っ
た
後

で
、短
冊
に「
な
わ
と
び
が
い
っ
ぱ
い
と
べ
ま
す
よ
う
に
」な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
ね
が
い
ご
と
を
書
い
て
笹
の
葉
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。招
待
し

た
JT
A
久
米
島
支
店
の
波
照
間
 弘
光
 支
店
長
は「
久
米
島
空
港
で

は
季
節
感
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

寄
付

が
あ

り
ま

し
た

久
米
島
馬
牧
場
か
ら
比
屋
定
小
学
校
へ

　
７
月
２
日
、久
米
島
馬
牧
場
の
井
上
 
福
太
郎
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
が
比
屋
定
小
学

校
・
校
庭
で
行
っ
て
き
た「
島
民
向
け
乗
馬
会
」の
参
加
費
を
、比
屋
定
小
学
校
1
2
0

周
年
記
念
の
資
金
と
し
て
比
屋
定
小
学
校
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
島
民
向
け
乗
馬
会
は
ふ
れ
あ
い
体
験
、乗
馬
体
験
、馬
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、昨
年
1
1
月
よ
り
計
９
回
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。６
月
2
2
日
に
行
わ
れ

た
乗
馬
会
最
終
日
に
は
、特
別
に
海
に
入
っ
て
馬
と
遊
ぶ「
海
馬
遊
び
」で
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 
井
上
さ
ん
は「
久
米
島
馬
牧
場
で
は
日
ご
ろ
か
ら
島
民
の
方
々

に
自
由
に
馬
と
遊
ん
で
も
ら
え
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、比

屋
定
小
学
校
の
協
力
の
も
と
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

JT
A久
米
島
支
店
が
久
米
島
幼
稚
園
の
生
徒
を
招
待

久
米
島
空
港
で
七
夕
イ
ベ
ン
ト
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お
問
合
せ
福
祉
課
　
臨
時
特
例
給
付
係

☎
９
８
５
-７
１
２
４
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お
問
合
せ

対
象
者

支
給
額

申
請
期
間

申
請
書
の
提
出平
成
2
6
年
度
分
の
住
民
税
の
非
課
税
者

※
課
税
者
の
扶
養
家
族
や
生
活
保
護
受
給
者
等
は
除
き
ま
す
。

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

下
記
の
受
給
者
は
、５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
※
１

児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
な
ど
※
２

※
１
 平
成
2
6
年
３
月
分
の
受
給
権
が
あ
り
、４
月
分
ま
た
は
５
月
分
の
年
金
の
支
払
い
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

※
２
 平
成
2
6
年
１
月
分
の
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

給
付
金
受
給
の
た
め
に
は
、平
成
2
6
年
1
月
1
日
時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る

市
町
村
へ
申
請
が
必
要
で
す
。(
各
市
町
村
に
よ
っ
て
、申
請
方
法
・
申
請
期
間
な
ど
異
な
り
ま
す
。)

平
成
２
６
年
７
月
１
日
(火
)～
９
月
３
０
日
(火
)

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
書
及
び
確
認
書
類
を
郵
送
ま
た
は
久
米
島

町
役
場
福
祉
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

（
具
志
川
庁
舎
総
合
窓
口
へ
の
提
出
も
可
能
で
す
。）

※
申
請
書
の
記
入
方
法
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
課
・
臨
時
特
例
給
付
係
ま
で
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
に
な
る
か
を
町
に
て
審
査
し
、審
査
結
果
を
は
が
き
に
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。　

●
申
請
さ
れ
た
方
で
、審
査
の
結
果
、支
給
対
象
か
ら
外
れ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

●
支
給
対
象
に
な
り
ま
し
た
ら
、申
請
時
に
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
給
付
金
を
振
り
込
み
い
た
し
ま
す
。

給
付
金
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

●
支
給
対
象
者（
児
童
手
当
受
給
者
）へ
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。申

請
期
間
は
9
月
3
0
日（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、申
請
書
を
提

出
し
て
い
な
い
な
い
方
は
、お
早
め
に
仲
里
庁
舎
福
祉
課
ま
た
は
具

志
川
庁
舎
総
合
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。申
請
書
の
記
入
方
法
で

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
平
成
2
6
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
低
所
得
者
へ
の
負
担
の
影
響
を

　
緩
和
す
る
た
め
に
、暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

●
給
付
金
は
、一
回
限
り
の
支
給
で
す
。

●
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
1
6
才
～
1
9
才
の
方
は
、健
康
診
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
進
学
等
で
島
外
に
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、帰
省
し
た
際
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
下
さ
い
。自
分
は
若
い
か
ら「
大
丈
夫
さ
～
」な
ん
て
思
わ
ず
に
、年
に
一
度
は

自
分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
の
際
は
役
場
福
祉
課
で
受
診
券
を
受
け
取
り
、健
康
保
険
証
と
検
査
費
用

1
,0
0
0
円
を
持
参
し
、右
記
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
課
　
　
　
　
　
☎
９
８
５
－
７
１
２
４

公
立
久
米
島
病
院
　
☎
９
８
５
－
５
５
５
５

球
美
の
島
診
療
所
　
☎
８
９
６
－
８
０
３
６

1
6
才
～
1
9
才
の
皆
様
へ
 ～
健
康
診
査
の
受
診
に
つ
い
て
～

久
米
島
町
役
場
　
TE
L.
0
9
8
-9
8
5
-7
1
2
1
　
FA
X
0
9
8
-9
8
5
-7
0
8
0

熱
中
症
環
境
保
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
h
tt
p
:/
/w
w
w
.e
n
v.
g
o.
jp
/c
h
em
i/
h
ea
t_
st
ro
ke
/m
an
u
al
.h
tm
lを
参
考
に
作
成
し
て
い
ま
す
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お問合せ 福祉課　☎９８５－７１２1

国保の『限度額適用認定証』・『限度額適用・
標準負担額減額認定証』の更新をしましょう。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

●医療機関で受診し、1か月の自己負担限度額を超えたときは、病院の窓口で「限度額適用認定証」を提
示することで、支払額が自己負担限度額(表１・２)までとなり、多額の現金を支払う必要がありません。
現在発行されている「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限が7月31日で切れ
ます。8月1日以降、必要な方は下記により更新の手続きをしましょう。

「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請方法等
①申請を行う際に、国民健康保険税の滞納がないことが要件です。
②外来および入院する前に交付申請をしてください。
　持参するもの…保険証、印鑑(認印でも可)
③外来および入院するときに、認定証を病院に提示してください。
④長期入院（1年間に90日以上）をしている方も更新の手続きが必要になります。（入院の期間がわかる領収書等をご持参
ください）
⑤有効期限について
　平成26年8月1日 ～ 平成27年7月31日（1年間）
ただし、平成26年度については、平成27年1月1日より自己負担限度額の見直しが行われる予定のため、平成26年12
月31日期限の認定証となります。

国民年金保険料の追納をお勧めします！
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間が
ある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、10年以内であれば遡って古い月分か
ら納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に一定の
加算額が上乗せされます。
一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期間」より古い（先に経過した）月分である場合は、「若
年者納付猶予・学生納付特例期間」が優先します。
「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優
先して納めるか本人が選択できます。
「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月分から納めることになります。
「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分から納めることになります。

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所へお願いします。

表１　70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

表２　70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額（月額）

※過去12か月間に世帯で高額療養費の支給が4回以上あった場合の4回目以降の限度額。
上位所得者とは基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯のことです。

所得区分

現役並み所得がある人（※１）

一　　　般
低所得

(住民税非課税)
低所得Ⅱ（※２）
低所得Ⅰ（※３）

医療費の自己負担 外来限度額
(個人ごとに計算) 入院および世帯の限度額

3割

1割または2割

44,400円

12,000円

8,000円

80,100円＋(医療費－267,000円)×１％(過
去12か月間に高額療養費の支給が4回以上
あった場合、4回目以降は44,400円)

44,400円
24,600円
15,000円

満未歳57上以歳07、しだた。人るいが者険保被保国の満未歳57上以歳07の上以円万541が得所税課に帯世一同、はと」人るあが得所のみ並役現「）１※（
。すまりなと担負の様同と分区の」般一「、りよに請申は合場の満未円万383で人1、満未円万025は合場の上以人2、が計合入収の者険保被保国の　　　

。すで人るあで税課非税民住、が者険保被の保国びよお主帯世の帯世一同、はと人の」Ⅱ得所低「）２※（
が得所たい引を除控・費経要必らかどな得所各の帯世のそつか、で税課非税民住、が者険保被の保国びよお主帯世の帯世一同、はと人の」Ⅰ得所低「）３※（

　　　0円となる世帯の人です。

所 得 区 分
上 位 所 得 者
一 般
住 民 税 非 課 税

4回目以降の限度額 ※
83,400円
44,400円
24,600円

初回～3回目までの限度額
150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

35,400円



広報くめじま 2014 　8月号

台風による被害
　主に７月から10月を中心に台風が襲来し、大雨や強風によ
る大きな被害がもたらされています。
　平成25年９月には、台風第18号が日本に接近、上陸し、四
国から北海道の広い範囲で大雨となりました。この大雨によ
り、浸水被害や土砂災害による被害がもたらされ、死者６名、
行方不明者１名、負傷者143名という被害を記録しました。
台風による災害
　台風は激しい雨をもたらしま
す。台風やその周辺部では、激し
い雨が長時間にわたって降り続く
ことがあります。また、台風が日本
から遠く離れた南の海上にあって
も、日本付近にある前線に暖かく
湿った空気が送り込まれて大雨
になることがあり、河川のはん濫やがけ崩れ、土石流などが発
生して私たちの生活や生命を脅かすようになります。
暴風による災害
　台風の周りでは強い風が吹いています。平均風速15から
20ｍ/Sの風であっても、歩行者が転倒したり、車の運転に支
障が出たりすることがあります。さらに強くなると、物が飛んでき
たり、建物が損壊したりするなどの被害が生じるようになり、風
速40ｍ/Sを超えると電柱が倒れることもあります。また、台風の
周辺では大気の状態が不安定になり、竜巻などの現象が生じ
ることがあります。
高潮・高波による被害
　台風が接近して気圧が低くなる
と海面が持ち上げられます。そこ
にさらに強い風が吹き込んで、大
きな高潮被害が発生することがあ
ります。台風が日本から遠く離れ

ていても「うねり」となって日本周辺に高波が押し寄せたりする
ことがあります。
台風に対する備え
　家族においては台風に備えて、次のような準備を十分にして
おきましょう。
あらかじめ窓や雨戸の補強をする
避難する時に必要な非常持出品をまとめておく
家の中で数日間過ごすことが出来るよう水や食料などの非
常備蓄品を準備しておく
避難所の位置や避難所までの道筋を確認しておく
ハザードマップなどで、家の近くの危険個所を確認しておく。

　また、災害時避難において支援を要する方 （々災害時要援
護者）が迅速・安全に避難できるようにいざという時にだれが
支援し、どの段階でどうやって避難するかなど、具体的な避難
支援計画を定めておくことが重要です

平成２６年度危険物安全週間実施
　この危険物安全週間は、危険物の保安に対する意識の高
揚及び啓発を推進することにより、各事業所における自主保
安体制の確立を図るため、６月８日から６月１４日までの７日
間実施されました。
　期間中、危険物施設の立
入査察や消火訓練、ミヤギ
産業(株)にて消防訓練など
が行われました。
　危険物安全推進標語は
「危険物　読みはまっすぐ　
ゼロ災害」です。

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を
　設置しましょう。

救　急 28件（185件）
風水害・・・・・０件（０件）
火　災・・・・・・1件（2件）

捜　索・・・・・０件（０件）
救　助・・・・・０件（１件）
その他・・・・・・1件（8件）

、は）　（ 況状動出月6 平成２6年累計

合　計　30件（196件）

A

B
C

お問
合せ

農業委員会 ☎985-7141
仲里庁舎　2階

（１）農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催され
ました

●農業委員会は、農業生産者の基盤となる優良農地を
守り、有効利用する為の取り組みを主な業務としてお
ります。
　　町農業委員会では、平成 年６月 日仲里庁舎に
おいて、平成 年度第３回農業委員会総会を開催しま
した。審議としましては、農業者等から申請がありまし
た、次の案件です。
①農地法第３条許可申請（農地の売り買い及び貸し借り
をする場合、所有権の移転（名義の変更）及び賃借権

】 件７ 【 ⇒ 　　）請申可許の等定設の
※第３条許可申請案件は、農業委員の審議の上、７件が許可されました。
②農地法第５条許可申請（他人の農地を譲り受け（購入
等）、農地以外の目的（住宅建築等）に転用する場合の

】 件２ 【 ⇒ 　　　　　　　）請申可許
※第５条許可申請案件は、農業委員の現地調査（申請農地の現況調
査）及び審議の上、２件が許可され、沖縄県知事へ進達されました。
③久米島町農業振興地域整備計画の変更について                  

】 件２ 【 ⇒　　　　　　　　　　　　
※農業委員の現地調査及び審議の上、２件が承認されました。

（２）事前にご相談ください
●農地や採草放牧地を所有している方で、次のいずれか
を行う場合は、あらかじめ農業委員会での手続きが必
要です。
①農地を売買・贈与・賃貸するとき（農地法第３条の許可
申請）
②自己所有農地を農地以外の用途に利用（転用）すると
き（農地法第４条の許可申請）
③農地を買ったり、貸したりして農地以外の用途に利用

）請申可許の条５第法地農（ きとるす）用転（
④上記の他、農地に関すること 

●農政の動きや暮らしに役立つ、農業関係情報が満載、
家族で楽しめる記事も充実！！！
申し込みを、随時受け付けています！！！
☆購読料 ： 月額６００円（毎週金曜日発行）
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②専用応募用紙　 写真（９㎝× 14 ㎝）

２枚（上半身・全身を）貼付するこ

と

※ 応募用紙は県内コンビニ（調整

中）・ＯＣＶＢで受取可

　( ミス沖縄選出大会特設ＷＥＢペー

ジからもダウンロード可)

申込み先　 一般財団法人沖縄観光コ

ンベンションビューロー

ミス沖縄選出大会事務局「ミス沖

縄募集係」

〒９０１‐ ０１５２

　 那覇市小禄１８３１‐ １

■法律相談

内容　 財産、相続、扶養、人権、金銭、

貸借、契約などの法律問題

日時　 ８月12 日（火）

　 午前９時〜午後５時

場所　 仲里庁舎２階会議室

　※ 相談は無料、秘密厳守です。

お問合せ　

　 町民課　 ☎９８５‐ ７１２３

　 戸田司法書士

　　　 ☎０９０‐ １８５７‐ ４８０４

■巡回登記所

内容　 各種登記申請書及び登記事項

証明書などの受付やその他、不動

産の相続登記や売買登記、又は、会

社の役員変更登記などでお悩みの

方は、那覇地方法務局の登記官が

適切に対応いたしますのでご利用

下さい。

日時　 ８月15 日（金）

　 午後１時〜午後４時30 分　

場所　 仲里庁舎２階会議室

お問合せ

　 税務課　 ☎９８５‐ ７１２７

1 2 3 7 8 10 11 12 13 14 15 18 23 24 27 28 1 3 4 8 9

金 土 日 木 金 日 月 火 水 木 金 月 土 日 水 木 月 水 木 月 火8
/
1

～
9
/
1
0
の
主
な
日
程

　 沖縄産業支援センター２Ｆ

お問合せ　 ミス沖縄募集係

　 ☎０９８‐ ８５９‐ ６１２６

■平成26 年度　 久米島町防災訓練

 　 防災意識の啓発と災害対応能力の

習得を図ることを目的として、すべ

ての久米島町民を対象に久米島町

防災訓練を実施します。町民の皆

様のご協力をお願いいたします。

日程　 ９月４日（木）
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■埋蔵文化財発掘調査作業員募集

勤務場所　 具志川城跡

勤務内容　 具志川城跡発掘作業及び

周辺の清掃作業

募集人員　 ３名

募集要件　 要普通自動車免許、島内

在住者で50 代までの明るく健康な

方・文化財に興味のある方

勤務条件　

　 ①勤務時間　 ８：30 〜17 ：15

　 ②休日／月（休館日）、土、日、祝日

　 ③待遇　 日給　 ７，９００円

　　 社会保険等　 有り

編集後記

最近久米島町では熱中症にかかる人が増

えているそうです。こまめな水分補給な

ど、しっかり予防対策をとりましょう。

（ふさと）

■第５回久米島古典民謡大会　

出場者募集

　 久米島には、古くは琉球王朝時代

から歌い継がれてきた数々の古典・

民謡があります。　

　　 この久米島の宝である島唄の素

晴らしさを広め更に次の世代に伝

えるために、今年も久米島古典民謡

大会を開催します。島唄が好きな方、

三線が好きな方、初心者の方から熟

練の方まで出場者大募集中です！

開催日　 ９月20 日（土）　

時間／午後４時30 分開場

　　　 午後５時00 分開演（入場無料）

部門／小・中学生の部

　　　 一般（高校生以上）の部　

募集人数　 各部門10 名程度　

課題曲

　 ①久米阿嘉節（くみあかぶし）　

　 ②木綿花節（むみんばなぶし）　

　 ③黒石森城節（くるしむいぐしくぶし）

出場料／高校生以下　 無料

　　　　 大人　 １，０００円　

募集期間 ７月１日（火）〜９月１日

（月）

お申込み・お問合せ

　 久米島古典民謡大会実行委員会

（中村・前原）　

　 ☎９８５‐ ２２８７

　 ＦＡＸ ９８５‐ ２８５６

　 郵送　 〒９０１‐ ３１２４

　 字仲泊６９９番地　

※ 歌詞・工工四をご希望の方はご連

絡ください。

■２０１５ミス沖縄選出大会

　 本県の観光振興を目的に、県内外

における観光催事・公式行事に参加

し、観光親善使節として観光のＰＲ

活動や、親善交流を担う健康で明る

い、教養豊かな女性を「２０１５ミス

沖縄」（第34 代）に選出します。

選出人数　 ３名（スカイブルー、コバル

トブルー、クリーングリーングレイ

シャス）

応募資格

①沖縄県内に居住する年齢18 歳以上

の女性

②平成27 年１月１日以降１年間観光

及び公式行事に従事でき、沖縄観

光のＰＲについて意欲のある方

募集期間　 ８月１日（金）〜９月30 日

（火）※ 当日消印有効

応募方法　 下記の書類を郵送または

直接持参し提出する。

①履歴書（市販のもの）

雇用期間　 平成26 年８月26 日〜平成

26 年11 月28 日（予定）

募集期間　 平成26 年８月５日（火）〜

平成26 年８月15 日（金）

応募方法

　 免許証等のコピーを添えて履歴書

（写真貼付）を提出して下さい。

応募先　 久米島博物館

　 担当：中島

その他　 採用は８月15 日までに書類

審査又は面接にて決定し、対象者

に通知します。不採用者への通知は

行いません。

　　 提出された履歴書は返却いたし

ません。定員の空き等があった場合、

提出された履歴書から随時選考採

用いたします。

お問合せ　 久米島博物館

　 ☎８９６‐ ７１８１

　　（月曜日休館日）
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　慰霊の日特別企画「平和学習会」（教育委員会主催）が、6月22日久米島博物館にて開催され
ました。 

を料資の連関争戦てに」展和平「、りおてれわ行に後前日の霊慰の日32月6年毎は会習学のこ　
見学したあと、久米島の戦争遺跡を巡り、講師の佐久田勇さんによる解説で戦争の事実を学び、
戦争と平和について考えました。 
　今回は短編ドキュメンタリー映画「ふじ学徒隊」の上映も行われました。「沖縄戦で激戦の南部
に従軍した女子学徒隊のほとんどが大勢の死者を出した中で、わずか３名の戦死者にとどまった
ふじ学徒隊」―過酷な戦争体験や、隊長や中尉の賢明な判断により女子学徒の多くの命が失
われずに済んだ事実について、元学徒隊のインタビューで語られ、参加者は真剣なまなざしで映
画を観覧していました。 
　戦跡巡りでは島内数カ所を見学し、沖縄戦に至る経緯や久米島で起きた住民虐殺について、
佐久田さんが詳しく語りました。また参加者が、戦時中久米島で体験した出来事を、当時の様子が
目に浮かぶように話してくれました。 
　参加した新垣さんは「これまで断片的に聞いていた体験談をきちんと学ぶことができた。どの話
も心に響きました」と感想を話しました。


